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4．  タ オ ル 業 界 の 変 容 と 城 南 織 物  

 

量産体制への移行と苦難の時代  

 

 バ ブ ル 経 済 が 終 焉 を 迎 え 1 9 9 0 年 代 に な る と 、中 国 を 主 と す る 海

外 か ら の タ オ ル 輸 入 が 増 加 し 、 ま た 戦 後 か ら つ づ い た 織 機 登 録 制 が

1 9 9 5 年 に 廃 止 さ れ 、 今 治 タ オ ル を 取 り 巻 く 環 境 が 一 変 し た 。 城 南

織 物 で は 、 長 期 計 画 の も と で 遂 行 さ れ て い た シ ャ ト ル 織 機 か ら 革 新

織 機 へ の 入 れ 替 え に よ る 効 果 が 徐 々 に 現 れ 、1 9 9 0 年 か ら 1 9 9 3 年

頃 に は 量 産 体 制 へ 入 っ た 。 設 備 の 近 代 化 を 目 指 し た 長 期 計 画 は す で

に 1 9 8 5 年 か ら ス タ ー ト し て い た が 、本 格 的 に 量 産 体 制 へ 移 行 し た

1 9 9 0 年 代 初 頭 、 社 内 に は 「 安 価 な 中 国 製 タ オ ル に は 絶 対 に 負 け る

も ん か 」 と い う 意 気 込 み が あ っ た 。 ち ょ う ど こ の 頃 、 平 尾 浩 一 郎 氏

は 城 南 織 物 の 3 代 目 社 長 に 就 任 す る が 、こ こ か ら タ オ ル 業 界 、そ し

て 城 南 織 物 の 苦 難 の 時 代 が 幕 を 開 け る 。  

 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 、 タ オ ル 需 要 の 減 少 と と も に ブ ラ ン ド タ オ ル の

ブ ー ム が 去 り 、 カ ネ ボ ウ と の 契 約 も 1 9 9 8 年 に 終 了 し た 。 長 い 間 、

城 南 織 物 の タ オ ル 製 造 を 支 え て き た ブ ラ ン ド タ オ ル の O E M は 一 区

切 り し 、 199 0 年 代 後 半 頃 よ り 城 南 織 物 は ブ ラ ン ド に 頼 ら な い 製 品

づ く り を 余 儀 な く さ れ た 。 し か し 、 自 社 ブ ラ ン ド の 構 築 と 自 社 流 通

の 確 立 に は 及 ば ず 、 す で に 量 産 体 制 に 入 っ て い た た め 問 屋 を と お し

て 大 判 タ オ ル に 主 軸 を 置 き な が ら 、 生 産 性 を 高 め る こ と で 利 益 を 捻

出 し て い た 。 た と え ば 、 タ オ ル ケ ッ ト や タ オ ル シ ー ツ な ど の 寝 具 が

半 分 程 度 で 、 残 り 半 分 が バ ス タ オ ル や フ ェ イ ス タ オ ル な ど の バ ス 関

連 製 品 で あ る 。  

 1 9 8 5 年 か ら 始 ま っ た 長 期 計 画 は 2 0 0 0 年 に 完 成 年 を 迎 え 、豊 田

自 動 織 機 の ス ル ー ザ ー 織 機 2 2 台 、 整 経 機 3 台 と な り 、 量 産 に よ る

コ ス ト 削 減 を 実 現 し た も の の 、 廉 価 な 中 国 製 タ オ ル の 日 本 へ の 浸 透

は 勢 い を 増 し 、 時 代 は 低 価 格 競 争 に 入 っ て い っ た 。 通 常 、 タ オ ル 価

格 の 1 5〜 2 0％ が 人 件 費 で 占 め ら れ て い る た め 、 価 格 競 争 で は ど ん
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な に が ん ば っ て も 人 件 費 の 安 い 中 国 に 負 け て し ま う 。 城 南 織 物 の み

な ら ず タ オ ル メ ー カ ー の 多 く が こ の ジ レ ン マ に 陥 り 、 今 治 タ オ ル で

は 1 9 9 1 年 に 戦 後 初 と な る 売 上 高 の 減 少 を 経 験 し 、そ の 後 は 坂 道 を

転 が り 落 ち る よ う に 下 降 の 一 途 を 辿 っ た 。  

 1 9 9 3 年 に 3 代 目 に 就 任 し た 平 尾 氏 は 、と き を 同 じ く し て 四 国 タ

オ ル 工 業 組 合 （ 20 17 年 4 月 よ り 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 に 名 称 変 更 ）

の 青 年 部 に 所 属 し た 。 タ オ ル 業 界 の 置 か れ て い る 状 況 に 危 機 感 を 抱

い た 当 時 の 理 事 長 ・ 吉 井 久 氏 は 、 組 合 内 に 産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会

を 設 け 、同 委 員 会 の 委 員 長 に 藤 高 豊 文 氏 を 指 名 し た（ 2 013 年 4 月

号 お よ び 2 0 1 4 年 3 月 号 参 照 ）。 青 年 部 は 藤 高 氏 率 い る 委 員 会 を 支

え る 役 回 り で 、 吉 井 氏 や 藤 高 氏 と 一 緒 に な っ て タ オ ル 業 界 の 将 来 的

ビ ジ ョ ン の 策 定 に 参 画 し た 。 具 体 的 に は 、 タ オ ル 業 界 の 現 状 を 客 観

的 に 分 析 し 、 組 合 員 の 意 識 調 査 を と お し て タ オ ル メ ー カ ー が 共 有 す

る 問 題 点 を 析 出 し た 。 そ の 際 、 平 尾 氏 は 、 青 年 部 の メ ン バ ー と 頻 繁

に 話 し 合 い の 場 を 持 ち 、 組 合 で ア ン ケ ー ト を 実 施 し て 分 析 に あ た っ

た 。 こ の と き の ア ン ケ ー ト 分 析 は 吉 井 氏 か ら 高 く 評 価 さ れ 、 ビ ジ ョ

ン 策 定 の 土 台 を つ く る 上 で 多 い に 役 立 っ た 。  

 将 来 的 ビ ジ ョ ン で は 問 屋 偏 重 か ら の 脱 却 が 盛 り 込 ま れ た が 、 実 際

に 各 タ オ ル メ ー カ ー が 本 腰 を 上 げ て 自 社 ブ ラ ン ド 開 発 に と り 組 み は

じ め た の は 2 0 0 2 年 に な っ て か ら で あ る 。そ の き っ か け と な っ た の

は 、長 引 く セ ー フ ガ ー ド の 延 期 に 業 を 煮 や し た 組 合 が 2 0 0 2 年 秋 か

ら 参 加 し た 「 N Y ホ ー ム テ キ ス タ イ ル シ ョ ー 」   で あ っ た 。 展 示

会 に 出 展 す る 製 品 は さ す が に 問 屋 を 介 す わ け に は い か ず 、 組 合 員 で

あ る 各 タ オ ル メ ー カ ー の オ リ ジ ナ ル 製 品 で な け れ ば な ら な か っ た 。

城 南 織 物 で も こ の 展 示 会 へ の 参 加 を 機 に 自 社 開 発 の 商 品 づ く り に 本

格 的 に 着 手 し た 。  

 

自社ブランドのモウ・キューブ誕生と世界の評価  

 

 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 は 、「 N Y ホ ー ム テ キ ス タ イ ル シ ョ ー 」に ジ ェ

LOOKS
ノート注釈
アメリカでは最大級の生活繊維製品展示会。毎年、春と秋の2回開催される。
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ト ロ や 今 治 市 の 支 援 を 受 け 、2 0 0 2 年 秋 か ら 2 0 0 4 年 秋 ま で 連 続 5

回 出 展 し た が 、 最 後 の 出 展 と な っ た 「 N Y ホ ー ム テ キ ス タ イ ル シ ョ

ー 2 00 4 秋 」   で 城 南 織 物 の 製 品 が グ ラ ン プ リ を 獲 得 す る と い う

快 挙 を 成 し 遂 げ た 。 同 展 示 会 で の 今 治 タ オ ル 全 体 の 評 判 は 上 々 で あ

り 、連 続 5 回 の 実 績 を ま と め る と 表 3 の よ う に な る 。毎 回 、ベ ス ト・

ニ ュ ー プ ロ ダ ク ト ・ ア ワ ー ド   に お い て 参 加 企 業 の 製 品 が フ ァ イ

ナ リ ス ト 、 あ る い は グ ラ ン プ リ に 選 出 さ れ た 。  

 

 

 

 グ ラ ン プ リ を 獲 得 し た 城 南 織 物 の 製 品 は 「 モ ウ ・ キ ュ ー ブ M ou 

C u be」 と い う 商 品 名 で 、 蜂 巣 織 の 技 術 を 使 い 、 可 能 な か ぎ り 粗 く

ソ フ ト に 織 る こ と に よ っ て 通 気 性 や 吸 水 性 、 速 乾 性 を 持 た せ た 点 に

特 徴 が あ る 。 製 品 の ラ イ ン ナ ッ プ は 、 バ ス タ オ ル 、 ハ ン ド タ オ ル 、

ウ ォ ッ シ ュ ク ロ ス で あ る 。  

 モ ウ ・ キ ュ ー ブ は 平 尾 氏 の ア イ デ ィ ア に よ る も の で あ る が 、 こ の

誕 生 に は 秘 話 が あ る 。 平 尾 氏 は 、「 従 来 は O E M ば か り し て た ん で 、

こ れ と い う 特 徴 の あ る も の が 自 社 製 品 に な い 。 だ か ら 今 回 は と に か

く 独 自 性 の あ る も の を つ く ろ う と 思 っ て 、 草 木 染 め の ワ ッ フ ル 織 り

で い こ う 」 と 決 め た 。 草 木 染 め は 、 仕 上 が っ た タ オ ル 生 地 を 染 め る

ピ ー ス 染 色 に よ っ て 加 工 さ れ る た め 、 縮 み 幅 が 大 き い 。 平 尾 氏 は 、

加 工 後 の 縮 ん だ タ オ ル を 見 て 「 あ ぁ 、 こ れ は 失 敗 し た な 」 と 思 っ た

LOOKS
ノート注釈
2004年10月8日（金）〜11日（月）にニューヨーク市Jacob K. Javits Convention Centerで開催。出展者は25カ国300社におよび、入場者数は6,400人を数えた。組合からは、城南織物(株)の他に、森商事(株)、吉井タオル(株)、(株)第一織物、コンテックス(株)、池内タオル(株)、七幅タオル(株)の6社が出展。展示会場では「Japan Towel」のブースが設けられ、城南織物と吉井タオルと森商事の3社は共同ブースにて双日(株)が代理店となって商談した。


LOOKS
ノート注釈
業界の大手企業や業界誌の編集長などが、①ベッド、②バス、③キッチン/テーブル、④ホームアクセサリー、⑤ホームアパレルの5つの部門で3点ずつ入賞（ファイナリスト）を決め、その中からさらに1点最優秀賞（グランプリ）を決定する。
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が 、 と り あ え ず 完 成 品 を 取 引 問 屋 に 見 せ て 意 見 を 聞 い た ら 、 担 当 者

が 「 こ れ 面 白 い じ ゃ な い で す か ！ こ ん な も の 見 た こ と な い よ 」 と 言

う の で 、 商 品 化 に 踏 み 切 っ た 。 伸 縮 性 が あ る の で 縫 製 の 段 階 で 苦 労

し た が 、 な ん と か 商 品 化 に 漕 ぎ 着 け た 。  

 モ ウ・キ ュ ー ブ の グ ラ ン プ リ 受 賞 は 数 多 く の 新 聞 に と り 上 げ ら れ 、

知 名 度 ア ッ プ に 一 役 買 っ て く れ た 。 た と え ば 、 愛 媛 新 聞 （ 200 4 年

1 0 月 1 3 日 ）、日 本 繊 維 新 聞 社（ 20 04 年 1 0 月 1 3 日 ）、日 本 経 済

新 聞 （ 2 0 0 4 年 1 0 月 1 4 日 ）、 繊 維 ニ ュ ー ス （ 2 0 0 4 年 1 0 月 1 4

日 ） な ど で あ る 。  

 

 

  

「 モ ウ ・ キ ュ ー ブ 」 の グ ラ ン プ リ 受 賞 で 取 材 を 受 け る 平 尾 氏 （ 左 ） と グ ラ ン プ リ に 輝 い た 「 モ ウ ・

キ ュ ー ブ 」（ 右 ）  

 

 

 モ ウ ・ キ ュ ー ブ は 、 製 品 自 体 の 機 能 性 に 加 え て ユ ニ ー ク な デ ザ イ

ン ゆ え に 、 お な じ 蜂 巣 織 り の 製 品 と 並 べ て も ひ と 際 目 立 つ 。 縮 み が

か っ た ワ ッ フ ル 状 の 表 面 は 、 見 た 目 も 柔 ら か で あ り 、 触 れ た く な る

魅 力 が あ る 。 こ の 魅 力 は 国 内 の み な ら ず 海 外 の 人 た ち に も 好 評 を 得

て い る 。  

 商 品 化 直 後 、 国 内 で は 問 屋 の 助 け を 借 り て 少 し ず つ モ ウ ・ キ ュ ー

ブ の 販 売 網 を 確 立 し 、 や が て 城 南 織 物 の 人 気 商 品 と な っ た 。 海 外 で

は ニ ュ ー ヨ ー ク を 皮 切 り に 、 組 合 活 動 の 一 環 と し て ヘ ル シ ン キ や ミ
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ラ ノ 、 バ ー ミ ン ガ ム な ど 他 の 海 外 展 示 会 に も 積 極 的 に 出 展 し 、 輸 出

に は 輸 送 費 の 問 題 と 為 替 の リ ス ク を と も な っ た が 、 組 合 の 仲 介 の も

と で 興 味 を 示 し た 代 理 店 と 取 引 を 開 始 し た 。そ し て 20 14 年 よ り ド

イ ツ の オ ー ガ ニ ッ ク の 生 活 雑 貨 用 品 を 扱 う 商 社 と 直 接 取 引 を 開 始 し 、

さ ら に 2 0 1 5 年 か ら は イ ギ リ ス の A c l e @ Lon don と い う 代 理 店 を と

お し て 単 独 で イ ギ リ ス 市 場 に も 進 出 し て い る 。 直 接 取 引 に よ る 輸 出

は こ の と き が 初 め て だ っ た た め 、 平 尾 氏 は イ ン ボ イ ス の 書 き 方 か ら

信 用 状 取 引 の 流 れ な ど に つ い て 猛 勉 強 し 、 言 葉 の 壁 も 乗 り 越 え て 新

し い 道 を 切 り 拓 い た 。  

 

 

     

ウ ォ ッ シ ュ ク ロ ス 、 ハ ン ド タ オ ル 、 バ ス タ オ ル な ど バ ス 関 連 を 中 心 に 揃 う 「 モ ウ ・ キ ュ ー ブ 」  

 

 

 城 南 織 物 は 、 モ ウ ・ キ ュ ー ブ の ヒ ッ ト を 追 い 風 に 、 新 し い タ オ ル

製 品 の 企 画 に 精 力 的 に と り 組 ん で い る 。そ の ひ と つ が 、「 高 感 度 タ オ

ル ケ ッ ト 」 で あ る 。 201 6 年 に ジ ャ カ ー ド 付 き エ ア ・ ジ ェ ッ ト 織 機

を 導 入 し 、 シ ル ク 混 使 い の 綾 織 り 部 分 と 無 撚 糸 使 い の パ イ ル 地 を 規

則 正 し く 配 置 し た 多 重 織 組 織 を 持 つ パ イ ル ガ ー ゼ の タ オ ル ケ ッ ト を

生 産 し て い る 。 そ の 特 徴 は 、 綾 織 り 部 分 の 光 沢 の 美 し さ と パ イ ル 地

部 分 の 柔 ら か な 肌 触 り に あ る 。織 り 柄 に 違 い を つ け る こ と に よ っ て 、

製 品 に バ リ エ ー シ ョ ン も 不 え て い る 。  

 高 い 品 質 の 城 南 織 物 の タ オ ル は 、 地 域 の 産 業 集 積 と 分 業 の メ リ ッ
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ト を 大 い に 活 用 す る こ と に よ っ て 生 ま れ る 。 現 在 、 城 南 織 物 で は い

く つ か の 産 地 内 外 の 企 業 と 取 引 が あ る 。 織 機 の 調 達 ・ 据 付 け 、 メ ン

テ ナ ン ス に お い て は 地 元 の 山 本 機 料 (株 )や (有 )ア キ ツ 商 会 、 原 糸 の

仕 入 れ に お い て は ユ タ カ 産 業 (株 )   、 染 晒 加 工 に お い て は 蒼 社 染

工 (株 )や 西 染 工 (株 )、 流 通 に お い て は お も に 東 京 ・ 日 本 橋 に あ る タ

オ ル 専 業 問 屋 の 日 東 タ オ ル (株 )や 寝 具 問 屋 の 西 川 産 業 (株 )と 取 引 を

し て い る 。 も ち ろ ん 、 城 南 織 物 の 製 織 技 術 が あ っ て こ そ の タ オ ル で

あ る が 、 こ う し た 見 え な い 協 業 ・ 分 業 の も と で 世 界 も 認 め る ハ イ ク

オ リ テ ィ の タ オ ル が 生 ま れ る 。  

 

人材は財なり  

 

 城 南 織 物 の 将 来 を 考 え る 上 で 重 要 な の は 、 や は り 人 材 で あ る 。 現

場 の 技 術 者 は タ オ ル づ く り に 欠 か せ な い 人 材 だ が 、 組 織 を 束 ね る 経

営 者 も 同 時 に タ オ ル づ く り に 丌 可 欠 な 人 材 で あ る 。平 尾 氏 に は 4 人

の 子 供 が お り 、 上 か ら 長 女 、 長 男 、 次 女 、 三 女 で あ る 。 長 男 は 今 の

と こ ろ 4 代 目 を 引 き 継 ぐ 予 定 は な く 、タ オ ル と は 別 の 道 を 歩 ん で い

る 。 し か し 、 城 南 織 物 に は 頼 も し い 従 業 員 が 何 人 も い る 。 そ の な か

の ひ と り が 、 長 女 ・ 麻 耶 氏 の 夫 で あ る 広 瀬 健 氏 で あ る 。 広 瀬 氏 は

2 0 1 6 年 6 月 に 城 南 織 物 に 入 社 し 、東 京 一 部 上 場 企 業 の サ ラ リ ー マ

ン 時 代 に 培 っ た キ ャ リ ア を 生 か し て 平 尾 氏 の 右 腕 に な り つ つ あ る 。  

 最 後 に 、 人 材 育 成 ・ 人 材 輩 出 の 観 点 か ら 言 え ば 、 19 14 年 創 業 の

城 南 織 物 が 今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 に 果 た し た 役 割 は 大 き い 。以 前「 タ

オ ル び と 」 で と り 上 げ た (株 )宮 田 ル ー ム サ ー ビ ス の 代 表 取 締 役 ・ 宮

田 正 志 氏（「 タ オ ル び と 」2 0 1 7 年 8 月 号 〜 1 1 月 号 を 参 照 ）の よ う

に 、 城 南 織 物 で 織 物 の ノ ウ ハ ウ を 学 び 独 立 し た 人 、 あ る い は タ オ ル

美 術 館 で 有 名 な 一 広 (株 )の 創 業 者 ・ 越 智 一 広 氏 の よ う に 、 城 南 織 物

の 下 請 と し て ブ ラ ン ド タ オ ル 製 造 に 従 事 し そ の 後 成 長 の チ ャ ン ス を

手 に し た 人 な ど 、 城 南 織 物 で 鍛 え ら れ 巣 立 っ て い っ た 人 た ち が 現 在

の 今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 を 支 え る 企 業 家 と し て 活 躍 し て い る 。 タ オ

LOOKS
ノート注釈
1921年創業の大阪に本社を置く糸商。今治にも「今治出張所」がある。



「タオルびと」2018 年2 月号（平尾浩一郎氏編③） 
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ル に か か わ ら ず モ ノ づ く り は 人 材 あ り き で あ り 、 人 材 は 財 で あ る 。

地 域 産 業 内 で い か に 多 く の 人 材 を 育 て 輩 出 で き る か 、 つ ま り ス ピ ン

ア ウ ト で き る か に よ っ て 、 地 域 産 業 の 発 展 は 左 右 さ れ る 。 こ の 意 味

で 、 城 南 織 物 の 存 在 は 今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 史 に 名 を 残 し て い る 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


